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p132: Dυ 石材aFaた石打a角石4駒a ttαダasむοけrrl

→ j9υ石材αぎaそ石ra‐句石772a‐12oダas↓θけra

p26:I Mttrattaれダatt aそattTぢ筋ゎ
→ I 〃 税α772aどんダo273aそaそ石Tぢた石

p812:4M『 FattarFF2ダatt aそattTケ施ゎ
→ 4. Mttattaどんyattaんaん石T,そ石

p22 note92iムん石Tケr称石)

p241011:注 釈書のタイ トルは 九続T,す称石。その他の情報は

p24.15:(挿入)
→なお、従来この注釈書のタイ トルは、奥書きにみられる “Akarit秋7'と されてきたが、akariは動詞

V石のアオリストの受身形であって、この個所はてakari ttta'(注釈が作られた)と読むべきである。この

点は斎藤明氏によりご指摘いただいた。ここに深く感謝 したい。

p.2420:九た石Tづす称石

一>Commentary

p2523,akari_1歌6ya,m

→ akari tTk6yam

p25 note10://oO//MS
→ //○○////MS

p25 notelli t了ok6-MS
→何Ok6-MS

p25.29:この九続Tガす就石(『Aという文字をもつ注釈』?)はこの上なく最高であり、
→この上なく最高であるこの注釈が作 られた。

p2626,31;p2719,p281:Aそ 石れ,油石

→ σS注 釈

p431314:輪 伽行派の 『解深密経』であり、それはその後 「人法二無我」として体系づけられていく。

→輪伽行派の最初期の文献である 『解深密経』や 『輪伽師地論本地分菩薩地』からであり、それは 「人

法二無我」として体系づけられていくもの、あるいは体系づけられたものである。

p452125:比 では、第 48偶 で 「人間 (mi)は真実としては我がない (bdag med)」と説かれ、続く第

49侶では 「我 (bdalg)」と 「物質 (gzusS)」との関係を代表として 「五紬 (phutt pO)の空」が説かれる。

これら2褐では、直接的ではないけれど、人無我と法無我に通じる考え方が説かれているようにみえる。



また第 58侶 には 「この世のすべて ()di kun)は無我である(bdag med)」という法無我に通じる記述も

みられる。                          、
→ Sとでは、第48偶で 「真実としては我がない (bdag med)」と説かれ、続く第49偶では 「我 (bdag)」

と 「物質 (gzugS)」との関係を代表として 「五納 (phutt pO)の空」が説かれる。これら2偶では法無我に

通じる考え方が説かれている。また第 58偶にも 「この世のすべて ('di kun)は無我である(bdag med)」

という法無我に通じる記述がみられる。

p.4616-17:ところで、輸伽行派の 「最初期の文献である解深密経では、人無我とも空ともいわず、単に

法無我というのみであつた」ことは注目に値する。

→ところで、「解深密経は究極の真理たる勝義諦を法無我と規定する。のちに護法系統の唯識説では、

人法二空所顕の真如というのであるが、少くとも最初期の文献である解深密経では、人無我とも空とも

いわず、単に法無我というのみであつた」ことは注目に値する。

p46 note178:勝呂信静 (1964)p555.5-6.
→勝呂信静 (1964)p555。年6

p462>23:さ らに、法無我のみがみられるという点も、Asと 共通している。

p50.33:σSの 注釈書のうち九筋Tぢす称5(T)の 読みを

→ θSの 注釈書 (T)の読みを

p54 note195,196;p.55.note203:恥アogihara)U(1971)

→ ヽヽ拓ogihara)U(1936)

p67■ote368:荒牧典俊 (1976),荒牧典俊 (1976)
→荒牧典俊 (1976*))荒牧典俊 (1976**)

p.69.22i九そ石T"秘石

→
( T )

p l18 13i na plta―kざ早早a―占uklo

→ na pttal kす軍早arもuklo

p■18■ote29: plta―kぃ準伊さuklo T kalt/plta“kド+a―占uklo(T tllt)/plttt kド斗alさuklo LindtnerЪ

e d i t i o n / 1 D l t O  kド早基u k l o  W
→

p l t おk 拶+ a _ もu k l o □正c i ) s  e d i t i o n , ( T  l l l K ) / p l t O  k す早早a ―もu k l o  W / p l t a r k 事骨早} 首u k 1 0  T  k a r / P l t a l

krsnah ttuklo Lindtner's edition

p.13210,13,15,17:[身 体の]

→ [人間の]

p.160 right37: ―k丁号斗a―占uklo

― krsna―占uklo

p165.right27: plta―kすs+a―

→ p l t 北

p■812:九た石r″欣石ofthe σaとuぅsけ。υα

→ σaけuんsけaυa―け欣石

p■814:九 ん石T"欣石(T)
→σαれ,Sけ。υaギ称石(T)



p.18123)27,28: danda

→ danda

p■821:(■ん石T″欣石Of the σaれゎ5けaυa)
→(仇け"Sよaυa―ルの

p 2 4 9 . 6 i  n a  p l t t t k ド早}もu k l o

→na plta“kFs卒伊もuklo(脚注追加)

(脚注)p了七よ事翠a―もuk10 Ms

p253.15: akari_IIk6yam
→ akari ttk6yam

p254.note309:キ〒Ok6-MS
→仰Эk6-MS

p255.1:(『Aと いう文字をもつ注釈』)
→(『θa↓"Sどaυa注釈』)

p,28844-45:このス拷石T,,称α(『Aと いう文字をもつ注釈』?)はこの上なく最高であり、
→この上なく最高であるこの注釈が作られた。

p.2907-8:Dυ 石材aれた石rcl角石砲a ttαダa5↓θむTa(P n0 2026)

→ Dυ石ゴaFattra‐角5772α‐角ayasけοサra(P n0 2026)

p.2901415:兄 αれ石υaF丁(兄ム)V-65で も、それ以降に挙げられ る 20偶 の讃歌を仏像や仏塔などの前で毎

日3度 唱えることを勧めている。

→ Om

p 2 9 2 2 9 :β J  l 1 3 , 1 1 7

→ JS l13,117)152,153(脚 注追加)

(脚注)JJの 場所は順 に、大正 1660,pp.536c}6)537a卜 4,539c29 540al,540a併 7

p297 note58:梶 山 (1977)
→梶 山雄

一
(1977)

p298.note64:ヽVogihara,U(1971)(*2個 所あり)
→ Vヽogihara)U(1936)

p300 2i Fttyaけrattasけθ歩7a 角石砲αυどυaratta

― F石ダaよrr3yasttθ↓Ta―角石御a‐υ″υaratta

p30318:5 Ka銅)(Kainyakubja?))諮天の降下
→5.Sattkttya)(Kanyakubja),1刀利天から降下

p305.24: Dυ石どaFaんあra角石物a ttayasけθけra

→ 」9υ石げαJcttarc―角α働0_働αダαsむθむra

p305.30:カ
ーシー

(Ka占丁)
→サーンカーシュヤ (Sattkttya)

p306 notel13:Haln,M(1987)
→ Hahn)M(1987)

p30719:」9υ石冴aぎoそ石ra 句石772α ttaグα5サθサ打α

→ 」9υ石冴αぎαん5Tc_拘石ma―切aグα5むθサra



p30922: P no 2026 Dυ 石どαぎa浄石打a 角石砲a ttayasけθけra

→ P no 2026 Dυ 石冴aFaそ石阿‐角石胸a‐角ayasとθけTa                           、

p.31716: mkhas kyi

→ khams kyi

p317■ote120:mkha4s P,N,C,S/khams D
→khams D/mkhaS P,N,C,S

p.322.12:あらゆることに全く無知であれば三極の存在を

→ [それを命あるものが]全 く知らなければ二種の存在を

p32215:法 界
→法身

p,323.牛5:諸々の時、あらゆるところで煩悩は存在せず、

→あらゆる時に煩悩は存在せず、

p3236:諸 々の時、あらゆるところで光輝いているけれど、

→あらゆる時に光輝いているけれど、

p.3246:勝利者 [たち]に よつてありのままに説かれたところの、空性を説く [諸]経 典、

→勝利者 [たち]に よつて説かれた、空性を説くあらゆる経典、

p324.9:法界は無我であるから、

→法界は我ではないから、

p32412:欲 望による盲目を制するために

→欲望によつて首目 [となつている人々]を 導くために

p3252i愚 者はどうして理解をするだろう。

→愚者はどのように構想 (妄想)するだろう。

p.3258t我 (bda3)、我所 (bdag si)を
→我 (bdag)や我所 (bdag gi)を

p.32591夏
→春

p.3251 4 :よく

p325.15:認識 [があるが、その]3つ は

→認識 [があるが、それら]3つ は

p326.3:それぞれが自身の特徴を [もつている]。

→これこそが真実 (de ttid)の特徴である。

p.326.5:心(sems)そのものは2種 考えられる。例えば、世間と出世間 [の人々に]は 自我 (bdag)[が

ある]、
→ [人々は]心 (sems)そのものを2種 として見る。例えば、世間と出世間 [の人々の心であり、それ

ぞれに]自 我 (bdag)[がある]、

p32615:見 るとか見ないということがある。

→見るとか見ないということである。

p32623:32オロに輝くイムが、



→ 32の特徴に輝く仏が、

p.327.8:異教 (phyi r01)の賢者 (sems Can mkhas)でさえ [そ]の 無限の劫にわたる命もまた、
→異教 (phyi r01)の人々の世界 (khamS)の無限の劫にわたる命もまた、

p327.22:輪伽行者の立場 (gnaS)
→輪伽行者の境地 (gnas)

p、3282:力 (stobS)に対して、確立している知 (yeもeS,*jttna)[とがある]。
→力 (stobS)に対して確固としていること Eと]、知 (yeもeS,*jttana)[とがある]。

p32812:諸 々の引導者 ()dren pa)
→諸々の指導者 ()dren pa)

p32951ま ったく打ち克つために、

→よく打ち克つために、

p.33019:ここでは涅柴そのものが無垢であると考えられる。
→ここでは涅柴はまさに無垢の心である。

p330.25-26:ナ
ーガールジュナによって作られたものを終わる。インドの学者クリシュナ ・パンディタ

(K拶早apattdita)と翻訳僧シーラジナ(STttina)によって翻訳された。
→ナーガールジュナのお作りになったものを終わる。インドの学者クリシュナ・パンディタ(Kttwapa早いta)

と翻訳僧ツルティムグル フ (Tshul khrims rsyal ba)によつて翻訳 された。

P33222:師 ナーガールジュナによつて作 られたものを終わる。

→師ナーガール ジュナがお作 りになったものを終わる。

p.3351: rgyun tu
― rgyun du

p.335.■ote257i tu P,N,C,S/du D
→d u  D / t u  P , N , C ) S

p 3 3 6 2 2 :ナ
ーガールジュナによって作 られたものを終わる。

→ナーガールジュナがお作 りになったものを終わる。

p3408-11:

1.私に対する敬意は命あるものの利益であって、敬意は他の諸々 [に対するものでは]な い。

慈悲を投げ出さないような者によつて、私に対して敬意が払われる。

慈悲を投げ出してとどまつている [けれど、この世間に]降 りてくる、

その者は、それから慈悲を与えることができるけれど、他のことによってではない。

1私 に対する敬意は命あるものの利益 [になるの]で あって、他の [どんな]敬 意でもない。

慈悲を投げ出さない者によつて、私に対して敬意が払われる。

慈悲を投げ出してとどまってしまい堕ちた者、

その者は、そこから慈悲によつて [救い]上 げられるけれど、他の [どんなこと]に よってでもない。

p.34012:命あるものにつき従つているような、
→命あるものに結びついているような、

p340.16:利益するために、
→利益することによつて、



p340.18:命あるものたちを考えることで (manasa)
→命あるものたちを心によって (manasa)              、

p34019:そ の意味が説かれることはない。

→その者の利益が説かれることはない。

p34020-23:

4命 あるものへの利益が小さいものであっても、それによつて [ブッグヘの]敬 意 (ptta)が生じる。

それによつて心を満足させる(mantti tustim)ような敬意である

傷つけるという自我をもつた (hittSatmik伊)、あるいは他のものを傷つける(vihethana―)、

4.命 あるものへの利益が小さいものであつても、それによつて [仏への]敬 意 (ptta)が生じる。

それによつて心を満足させる(manaSi tustim)のが敬意を受ける者 (pttyah)であるから。

傷つけるという本質をもつた (hittSatmik伊)、あるいは他のものを傷つける(vihethanaィー)よ うな

p3413:受 け取るならば、

→受け取るのだから、

p3414!傷 つける('tshe bar byed)。ちようど私の弟子 Eを傷つける]よ うに。

→傷つける(■she bar byed)者がどうして私の弟子であろうか。

p3415:歓 喜させられ いradhita4)

→歓喜させられ (aradhita_)

p3416:生 み出される(kすtani)。

→生み出される(ktttar)。

p3419:私 はブッグである。

→私は仏である。

p341.12:拠 り所とされたり(5,la,Inbyatam)確立されたり(sidhyatam)
→拠 り所とされたり(調amby抗伊)確立されたり(sidhyat伊)

p34119:利 益 (artha“)が得られるのか。

→利益 (arthah)がなされるのか。

p.341.22:利益が得られようか。

→利益がなされようか。

p34129:『 菩薩の蔵である塩の河』という経典から、

→ 『菩薩蔵 [経?]』「塩の河」という経典から、

p3479:師 ナーガールジュナによつて作られたものを終わる。

→師ナーガールジュナがお作りになったものを終わる。

p35019:[身 体の構成]要 素 (shndha)
→ [心身の構成]要 素 (skandha)

p.3514-5:あるものが集合体 (samag五)から成立したものならば、集合体は原因から生じると見られる。

それらのものは2つ の極論

→集合体 (samagr丁)か ら成立しているので E事物は]集 合体という原因から生じると見る人々、彼ら

は2つ の極論

p35113:存 在として、



→存在 (実在のもの)と して、

p35119:い る時、 どのようにしても                   、
→いるので、どのようにしても

p.35291様々なものや誤つた見解の道に

→様々なものや [誤つた]見 解の悪い道に

p.35212:それ以上理解することはありえない。
→それ以上理解 しようとはしない。

p353.14: gan ttig thai la'chi ba ltar//
→gatt Zig thatt la mchi ba ltar//

p353 note447:'chi P,C,N,S/mchi D
→m c h i  D / ) c h i  P , C , N , S

p35420:5.虫 の力によってあるものが平原において滅びるように、
→ 5蛍 の力によってあるものが平原を進むように、

p358,7,9:『聖なるマンジュシュリーの慈悲に対する讃歌』
→ 『聖なるマンジュシュリーの慈悲 [ある方]に対する讃歌』

p35814:私は苦しみを生じるけれど [苦しみが]最 も少ないのがあなたである。だから、どうして
→私は苦 しみを生 じるけれ ど [苦しみは]わ ずかである。あなたよ。 どうして

p35823:行 為なさるけれど、自らの喜びを見ず、ああ、苦 し [んでい らっしゃる]。
→行為なさるけれ ど、私に苦 しみを与えないことは、ああ、苦 しい [ことでしょう]。

p.35824:あなたは心の恐れに一息つかせるけれど、

→あなたは心が恐れる [者たち]に
一息つかせるけれ ど、

p3597:若 者の側であるこちらにい らつしゃる。

→若者の [ような未熟な]側 であるこちらにいらつしゃる。

p35917-18:そ うい うあなたは自我を捨て去っているので、福徳 [の]待J圧された自我によって、
→そ うい うあなたが私を見放 しているならば、福徳 [の]制 圧 された私 [となるの]だ から、

p35924:私 のためにあらゆるや り方で、どうしてとどまっていようか。

→私のために常にどうしてとどまっているのか。

p360.1:あなたの若者の身体において自我が生 じ、

→あなたの若者の身体に私がな り、

p.360.3:『尊い聖なるマンジュシュリーの慈悲に対する讃歌』
→ 『尊い聖なるマンジュシュリーの慈悲 [ある方]に対する讃歌』

p3604:ナ
ーガールジュナによつて作 られたものを終わる。

→ナーガールジュナがお作 りになつたものを終わる。

p.363>3:解 脱 [への]教 えの輪 (dharmacakra)Eを説いて]

→解脱 [を説 く]教 えの輪 (dharmacakra)[を転 じて]

p363併 7:[に おいて]思 いを最高に成就 させ、

→ [において]ご 意志を最高に成就 された、

p3638-9:カ
ーシー

(Ka金)で 、神々はこの上ない行き場に降 りてきて、… 30の 天が称える



→輝かしい [街](Sattkttya)で 、諸天の場所 (1刃利天)に行つた無上なものとして降下し、… 三十三

天 (脚注追加)が称える                          、

(脚注)チベット訳では二十天 (sum cul lha)となっているが、三十二天 (sum cu rtsa gsum lha)の間

違いであろう。

p36313:7寿 命を全うした (捨てた)後でも寿命に立脚して解脱した。

→ 7寿 命の作用 (塙yul―SattSkara)をなげうつて (捨多寿行)か ら後にも、寿命に恵まれ (留多命行 (1却

注追加))て解脱 した。

(脚注)釈尊が百二十歳の寿命を八十歳にちぢめたが、さらに二か月間寿命をのばしたこと :『仏辞典』

p1433.b.20-26

p.36315:結び付けて、

→結び付けなさった、

p36318:静 けさに常に共に (?spyiS)礼拝 します。

→静けさに常に頭 [を下げ]て 礼拝 します。

p,3o324:ナ
ーガールジュナによつて作 られたものを終わる。

→ナーガールジュナがお作 りになつたものを終わる。

p36413: phyag gi ser

→
phyag si sor

p.364 note552:ser P,C)S/SOr D)N
→s o r  D , N / s e r  P , C , S                ・

p.36415:ha lu mattu Sa
→ ha lu ma ttdzlls

p.364■Ote555: sbrai/spran
→sbrai D,N,C,S/Spratt P

p365 6i cundas
~)CllndaS

p.365 note564i cundab egο

→ cundas egθ

p36513:1ま ず最高の悟りに対する心を生じてから、

→ 1ま ず悟 りに対する最高の心 (菩提心)を生じてから、

p.36514:J悟りの核心においてブッグは魔天 (mara)を征服した。

→悟 りの場 (菩提樹下)においてブッダ [となり]魔 天 (mara)を従えた。

p3652223:4 清 らかな草原で (ne sitt dag tu)…
。
(bSiel SO mdzad pa)の時、ハルマンジュの地

(halumattdzu)[で]蜂 蜜を贈つてから、井戸で死んだ 33の人 [に]慈 悲を生 じるところの聖地に礼

拝します。

→ 4.草原で (*もadValttu)[ブツダが]物 思いにおふけりになつている時、[猿王]ハ ヌマット(Hanu

mat)(脚注追加)が蜜を捧げてから、井戸で死んで二十二 [天に]生 まれた。慈悲を生じるところの聖地

に礼拝します。

(脚注)本文の表記はんa施角α馬彦匂であるが、『青史』にはんalutta角サoという表記があり(Roerich,G

N ( 1 9 4 9 ) p 2 1 9 3 5 , L o k e s h  C h a n d r a ( 1 9 7 4 ) N a 8 a l ( 1 9 7 . 1 ) )、ともに Ha n u m a tを 指 したものと思われる。



p36524iブ ラフマン (Brahman)
→究天 (Brahman)                        、

p366.3:余 す ところなく尽 くし、断 じた、寂滅 した勝利者の

→余す ところなく制圧 した、寂滅 した勝利者の

p366併 718無 常な命あるものを従えようと考えて、天から降 りてきて、あらゆる行為の淵で (行為を

尽 くし)、チユンダー
(Cunda)に よる饗応から

→ 8無 常な命あるものを従えようとお考えになって、天から降 りてきて、あらゆるご行為の最後に、

チュング (Cunda)に よる饗応から

p.367.1)3: Dυ石どaFaそ石角a 角石御o角ayasけοむ打a

→ 」9υ石どαぎ3路石ra_角石御a‐12 ayas↓οむTa

p.367.■ote571: dvadaさakara nama nayastotra cすο/d■rldattakara nama nayastOtratt P,D/dvttdaもakar占
nama nayastotratt N,C,S

→ dvadarttakara nalnttnttastotra ttθ /d打 daもakar}nama_nayastottatt P,D/d√ dttakarttnala■伊

nay5stotraln N)C,S

p368.■ote599: bara tta se P,N,S

→ ba ra tta se P,N,S

p.368.16: sku gdud mdzad
―)sku gdui mdzad

p369.1: bstod pa yi
―)bstOd pa yis

p369 nOte615:yi P)N,C,S/yiS D
→y i s  D / y i  P , N , C , S

p.369.6: Dvadattakara nama nayastotra
→ Dvadaもakara_nama_nayastotra

p3699-1012資 糧を満たす、その時 [そうした]偉 大な行為 [によって]

→ 2資糧を満たされ、その時 [そうした]偉 大なご行為 [によって]

p.36911:諸天を手なづける

→諸天を従えなさる

p36912, 15, 17)19,21,23,25,p.3702)4)6,9, 12: イ 子'寺

→ご行為

p36920:6輪 廻の行為 (bya ba)に中核は存在 しないことを

→ 6.輪 廻 [的存在]の 行為 (bya ba)には実がないことを

p.36920:天 に向かつてからも、

→天に向かつた後に、

p.36924:有 益にするために、

→有益であったために、

p3705:3つ の世界 (現在、過去、未来)
→ 3つ の世界 (天界、空界、地界)

p3708:諭すために



→促すために

p.370.11:舎利塔が作られることに                   、

→舎利塔 (sku gdu五)をお作りになることに

p.37015:ナ
ーガールジュナによつて作られたものを

→ナーガールジュナがお作りになったものを

p.372.11:最高の犠牲を払う、

→最高の恩恵を与える、

p37212:三 界のラマ

→三界の師

p.37219:それら(大など)による力を備えた、

→力を備えた、

p37224: 死 に

→住みかに

p37311 :ナ
ーガールジュナによつて作られたものを

→ナーガールジュナがお作りになつたものを

p.37619-21:

1命 あるものの利益は私への敬意であり、他の諸々 Eに対する]敬 意ではない。

敬意もまた私にとつて [のものであり]… その者に対して慈悲を投げ出さない。

[その者は]慈 悲を投げ出した行為によつて卑しくなったけれど、

1.命 あるものの利益は私への敬意 [から生じるの]で あり、他の Eどんな]敬 意 [から]で もない。

敬意もまた私にとつて [のものであり]そ の者に対して慈悲を投げ出さない。

[その者は]慈 悲を投げ出した行為によつて貶められたとしても、

p.377.4:徳性や聴くことや

→徳性や学問や

p.37710:生 じる敬意を受ける者 (pttya4)に よつて、

→生じるのが敬意を受ける者 (pttyaい)で あるから、

p377.12:自 我をもち(atmik})、
→本質をもち (乱mlka_)、

p3771314:作 為的である(sattSkttt伊)と しても、敬意を受ける者 (pttyah)に生じはしない。

→作為的 (sattSkすta―)であれば、敬意を受ける者 (pttyaい)には生じない。

p377.21:私 と命あるものたちが幸せと苦しみを同じように考えることによつて、

→私と命あるものたちは幸せと苦しみを同じように考えるのだから、

p37724:真 理 (artha“)
→目的 (arthal)

p377.26:ブ ッグ

→仏

p37729:(sidhyatam)

→
(Sidhyat伊)



p.377.■ote696:この句の

→この c句 の

p378 note697:この句の

→この d句 の

p37813:立 てることによって、
→立てることによって (月却注追加)、

(脚注)bhttadbhⅢが訳出されていない。

p.378.14:執着する者たちに対して、
→執着する者たちに対して (】却注追加)、

(脚注)さrutVa ttrutva,viracitamが訳出されていない。

p378 note703:この句の

→このd句 の

p.37816:『E菩薩の蔵である]「塩の河」』
→ [『菩薩蔵経』の?]「塩の河」

p38013:虫 の力によってあるものが平原において結びつくように、
→堂の力によってあるものが平原において結びつけられる(?)ように、

p.38014:礼拝します。
→礼拝します (脚注追加)。

(月去‖注)こ のテキス トのままでは意味不明。正しくはP■o2021の 第 5偶 の読みであろう。

p380.22!ナ
ーガールジュナによつて作られたものを終わる。

→ナーガールジュナがお作りになったものを終わる。

p382.291 1-28

-1-8

p3839-12:

スずrattaん湧5サん石角a caガ物a5けοけ町 (P no 2025)
アヽerse Tib

‐

・
３

４

一
８

8 9 9 9

9 9 9 9

9 1 0 9 9

9 9 9 9

↓

p38313: Dυ 石どaFaん石Ta 角石例a ttaυasけοけrcl

→ 19υ石どaFaん石ra_225向α―働αダasむθむra

p385.note2:(脚 注末尾に追加)
→本論文中では、他の著作のタイ トル との兼ね合いもあ り、

一 して、この問題 は保留 しておきたい。

11

語末は語幹で表記 (―karika)することに統



p.38514i_1/rtrFattα協ダαttαttattTぢん"
→ 財研att aどんyattattaた石Tケん石                                          、

p386 note10: ぢbj』 pp 155 18-1562

→加藤純章 (1983)pp 155 18 156 2

p3891,19:コZ栃′αtt aどんyattattaそ石Tづ路石ゎ
→ ■在伍′attaどんダo172oたa洛石″方そ石

p3896-7:てMadhyamaltakarik弛
',`Madhyamikakarik弛

ち
てMこlamadhyamakakarikaぃち

てMこlamadhyamikakarikaピ

→ てMadhyamakakttikaち`酌Iadhya■likakarikaれてhlllllamadhyamakakarikaち
て酌Illlamadhyanlikakarika)

p3903:斉 藤明氏

→斎藤明氏

p392.23:論理的

→議論の

p3941: the destiny of thought
― the density of thought

p40925:解 もあ り、真作
′性に

→解 もあ り(脚注追カロ)、真作性に

(脚注)Tola)F、 and Dragonetti〕 C.(1995)p13.3236.

p413.note171,p.414 note173:Haln,M(1982*)

→ H a h n , M . ( 1 9 8 2 * )

p414.note180:_1/r」Famaど物a御。そαttTぢ桁れ
→ コ〃伍[αtt aゴ727attαttaた石Tぢん冨

p.42113:Praけ所yasa句切ηattaんrどaya_た石Tぢそ石れ
→ P陶 む所ダasa砲 切η σttaんrどαダa_ん石Tぢそ石

p.421 note218:本論文ではM【 のタイトル表記にならつて、‐筋T,続んとしておく。

→ o m .

p42517:九 bれ3a句石υttra中そ石ra

→ 九bttsattαダ所a甲旅百円

p.437,10: dgra bcos pa
→ dgra bco■l pa

p.441 note353:Ishihda)Ch(1988)
→ Ishida,Ch(1988)

p442 note357: ぢbケ冴 p320-21
→斎藤明 (2001)p・320-21

p.44525,p446.11: Dυ 石どα」a旅石Ta ttσtta ttayasttθけTa

―→ Dυ5どaFa拷石Ta‐れ石仰a,角aダas↓θサra

p445.34-35:言及にとどまるもので、おそ らくナーガールジュナ以前のものではないか とい う感が否め

ない。

→言及にとどまる。



p44613-15:第 4番 目に分類 した 5作 品は、真作 とは したものの、ナーガール ジュナ以前の可能性 もあ

り、真作だ としても生涯の うち最初期の作品群 といえるのではないだろ うか。もこれ ら5作 品を除いて、
→不明な点の多い、第 4番 目に分類 した 5作 品を除いて、

p4474-8:ま た、兄■の第 5章 には二十頌の讃歌が組み込まれてお り、これを日常的に唱えることが勧め

られているが、これはナーガールジュナが讃歌にも関心を持っていたこと、かつ讃歌に対する社会的な要

請があったことを示す ものであろ う。σSに 含まれ る 4讃 歌をは じめ、J↓uりattasけaυαや 7VrT続けα rasけaυα

も、兄■ と同時期あるいはそれ以後に著 されたものではないか と思われ る。 これ ら諸讃歌は
→ σJに 含まれ る 4讃 歌をは じめ、sれ物attasttaυaや 脇 蹴 a ttjどaυαなどの諸讃歌は、

p.4519:(COnze,E(1954)の 項 目の前に挿入)
→張 保勝 ( 2 0 0 1 ) s e e  z h a n g  B a o s h e n s ( 張保勝)

p45118: Santideval*

→santidevaィ

p4523: Bibliotheca Buddica
→ Bibliotheca Buddhica

p.45414)16,19i Haln,MI
→ Hah■ )酌I

p45721:Ishihda,Ch(1988)

→ Ishida,Ch(1988)

p45916!(片 野 道雄)ツ ルティム ・ケサン (1998)の 文献名)
→

(KanekO,R and Matsunami)Y(1979)の 次の項 ロヘ移動)

p46415:中 村 元 (1964)
→ 中村 元 (1963)

p4721:勝 呂 信静 (1964)
→勝 呂 信静 (1963)

p4721か 13i(TakaSaki,J(1980)の 文献名)
→

(高崎 直道 (1976)の 次の項 ロヘ移動)

p4731719,(Takasaki,J.(1982)の 文献名)
→

(高崎 直道 (1985)の 前の項 ロヘ移動)

p437201(竹 村 牧男 (1995)の 文献名)
→

(武田 浩学 (2005)の 次の項 ロヘ移動)

p4732128:(玉 城 康四郎 (1977)か ら田中 公明,吉 崎
一

美 (1998)ま での文献名)
→

(武内 紹晃 (1981)の 次の項 ロヘ移動)

p478.1112!Wogihara)U(1971)』 οどん応attυabん″773方ブAJけ aけθtt θ向けqメン7んθ7C σθ,Tsc qメt71●Jθ冴れなaむけυa

伊 CれすFttθC角けんJθttjθ角げ y9す石Cttrab筋胸り)SankibO Buddhist Book Store,Tokyo
→ Wogihara)U(1936)Bο どんどsa古けυabん研172ケブ九 Jttαけθtt θ角けqメン7んθ!θ θθttθ qメけんe」 θ冴んぢ5aむけυα pe″角g

F 力竹C C 働れ S C C けどοt t  q メ駒 石C σr a b ん研物り) r e p r i n t  S a n k i b o  B u d d h i s t  B o o k  S t o r e , T o k y o , 1 9 7 1

p4805:注 釈書 九ん石r"称石の

→ CS注 釈書の


